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質
①　

部
活
動
の
充
実
に
つ
い
て

　

―
練
習
す
る
環
境
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。
グ
ラ
ン
ド
の
水
は
け
が
悪
い
。

ス
ポ
ー
ツ
村
の
室
内
練
習
場
を
拡
大
し

て
ほ
し
い
。
各
種
大
会
へ
の
遠
征
補
助

を
お
願
い
し
ま
す
。

答　

―
練
習
場
の
拡
大
は
難
し
い
で
す
が
、

水
は
け
の
問
題
は
何
か
対
策
を
取
り
ま

す
。
二
十
年
近
く
前
の
生
徒
数
が
千
数

百
人
の
時
代
で
も
先
生
と
生
徒
が
工
夫

し
て
、
一
生
懸
命
部
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
郡
内
を
見
る
と
ま
だ
恵
ま
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
工
夫
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
毎
年
、
県
大
会
以
上
に

は
補
助
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
補
正

予
算
で
の
対
応
も
し
ま
し
た
。
今
後
も

継
続
し
ま
す
の
で
全
国
大
会
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

質
②　

バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

　

―
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
に
と
っ

て
、
外
出
の
た
め
の
公
共
的
な
交
通
手

段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
配
布
し
て
い

る
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
使
用
状
況
は

ど
う
で
す
か
。
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ
、

駅
・
施
設
・
病
院
・
自
分
の
家
を
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
で
す
か
。

答　

―
平
成
十
五
年
に
巡
回
バ
ス
の
検
討

を
し
ま
し
た
が
、
費
用
面
か
ら
タ
ク

シ
ー
料
金
助
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、
今
年
度
約
千
六
百
万
円
の
予
算

を
組
ん
で
い
ま
す
。
巡
回
バ
ス
の
運
行

は
貴
重
な
税
金
を
使
う
大
き
な
問
題
な

の
で
、
今
後
、
老
年
人
口
の
増
加
状
況

な
ど
を
見
な
が
ら
研
究
し
ま
す
。

質
③　

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
と
の
交
流
に
つ
い

　

て

　

―
愛
・
地
球
博
「
一
市
町
村
一
国
フ
レ

ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

と
交
流
し
、
昨
年
は
義
援
金
を
送
り
ま

し
た
。
今
後
、
継
続
し
た
交
流
や
支
援

は
あ
り
ま
す
か
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
る

べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

答　

―
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
は
政
情
が
不
安
で

騒
乱
も
起
き
て
い
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
な

ど
病
気
の
心
配
も
あ
り
交
流
は
難
し
い

で
す
が
国
際
交
流
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
か
ら
小
学
生
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

派
遣
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
二
〇
〇
九

年
五
月
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小
学
生

が
町
に
や
っ
て
来
ま
す
。
交
流
の
状
況

や
様
子
を
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
す
。
今
後

も
国
際
交
流
の
機
会
を
設
け
、
阿
久
比

町
か
ら
世
界
に
飛
び
立
っ
て
い
け
る
よ

う
な
人
材
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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秋風ひとみさん（２年） 
 阿久比町の職員の方が「子

どもの考えていることに対してど
う思っているのか」ということを知る
ことができました。私たちが発表したこと
が一つでも多く実現されることを願ってい
ます。 
榎本秀幸君（２年） 
 町長さんや各部長さんが、我々の疑問や提言に対
し、とても真剣に答弁してもらえてとてもうれしかっ
たです。これからもここでの経験を生かしていきた
いと思っています。 
並川佑美さん（２年） 
 皆さんが私の意見にしっかり分かりやすく答弁して
くださり、新たに阿久比町について知ることができ
たのでとても感謝しています。本当の議会も見て
みたいなあと思いました。 
伊藤裕哉君（２年） 
 ソロモン諸島との交流で、義援金と共に送っ
た｢ソロモン諸島の国歌｣についてのお礼
がなかった事については心が痛みま
した。今回、ぼくたちの質問に真
剣に耳を傾けてくださった
町の方々に感謝した

いです。 
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新海和也君（２年） 
　町長さんや役場の方に質問が

でき、とても緊張しましたが、それ以上に、自分
自身の経験や回答という収穫がありました。ぼくらの意

見が少しでも反映されれば幸いです。 
成田隆人君（２年） 
 自分の意見が言えてよかったと思います。町長さんや教育長さんなどの話
は、よく調べてあり、分かりやすかったです。小学生の話を聞いていると、意外な
ところをついていたり、みんなのことを考えた発言が多かったりして驚きました。 
飯島由菜さん（２年） 
 私が思っていた以上に、町長さんはじめ皆さんが阿久比町をより良くするため
に、いろいろ考えてくれているんだと知りました。私たち子どもの考えや意見
などをこれから一つでも検討してもらえたらとてもうれしいです。学校で議
会の報告をして、私たちに何かできることがないか考えていきたい。 
伊藤晴香さん（２年） 
 意見がすぐ実現する事はできませんが、意見や提案は決して無
意味なことではないと思います。よりよい阿久比町にす
るために私たちはこれからも努力を惜しまず、協

力することが大切だと思います。 

　私たちの町、阿久比町は町制５５周年をむかえ大いに発展してきました。ホタ
ル、あぐい米、うめ、もちの木、菊、この伝統と自然豊かな阿久比町を守り、
そして更に発展させたいと思います。そのために阿久比町民全員が明るい社
会を築く努力をする必要があります。私たちはその努力をおしまず、素晴ら
しい阿久比町にすることを誓い、次のことを宣言します。 
一、町民全員が協力し、ホタル飛びかう豊かな自然を守り続けます。 
一、ボランティア精神をもち、より良い町づくりをします。 
一、地域活動や学校行事を盛んに行い「絆」を深めます。 
一、地域全体が安全で安心な社会を目指し、より住みやすい町をつくります。 
一、オアシス運動を推進し、笑顔あふれる町を築きます。 
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